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を 7月に Zoom で実施した。発表に対するコ
メントをフォームに記入して提出、翌日にフィ
ードバックを返却するなどして、手応えが感じ
られるように配慮した。
3．これからに向けて
新型コロナはまだ収束しておらず、感染拡大
や長期化が心配される状況が続いている。今後
への備えと検討課題については、以下が浮かび
上がる。
①オンラインの活用
今後ますますオンラインを活用すべき状況が
続く中、オンラインにおける「コミュニケーシ
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ョンの質」を高めていくことが求められるよう
になるだろう。オンラインでは、対面に増して
言語化したり伝える工夫をする努力やマインド
セットが必要となる。その際には、チャットや
記録などオンラインならではの機能を活用する
ことも有効であると考えられる。今後、全国の
教育機関でも様々な事例やノウハウが集積して
いき、相互にグッドプラクティスを学んだり共
有したりすることで改善していける途があるだ
ろう。
②学生の環境格差の克服
今後、オンラインでコミュニケーションを取
れることは、文房具を使うがごとく当然とされ
る時代になっていくだろう。我が国は IT 化に
おいて IT 先進国の後塵を拝しているが、環境
整備は待ったなしの状況である。また、学生の
自助努力や経済的負担に帰するのではなく、教
育インフラ整備の一環として公的な支援が不可
欠である。
③適切な負荷とのバランス
前期の間、教員にとっては連日のオンライン
授業準備やレッスン、業務等で忙殺される状況
が続いた。例えば 1コマ（90分相当）の授業
をオンライン（オンデマンド）に切り替えるに
も、従来口頭で説明していた内容をテキストに
書き起こしたり、スライドを軽量化して受信し
やすくしたり、実態に合わせて扱う内容を改変
するなど数時間～1日単位で新たな作業が必要
となった。本学に限らず、自宅の PC で四六時
中、テキストや課題、動画等の作成、送受信に
対応する日々が続き、過労気味であるとの声は
方々の大学教員から聞こえてきた。また、各科
目で「出欠確認も兼ねて」課題が出されるた
め、学生にとっても「大量の課題」に追われる
日々であったと聞く。過度な負担が継続するの
ことは教育効果や持続可能性の観点からも適切
ではなく、望ましいバランスをどの点に見出す
かが今後の課題となるだろう。
一方で、教員の立場からは、ステイホーム中
のオンライン授業の利点も見つけられた。一例
として、学生が自宅等で落ち着いてテキストを
読み、考え、言語化する時間を持てたことが挙
げられる。また、音楽と向き合う時間を持ち、
音楽との関わり方を根本から考える機会を得ら
れたことがある。困難な状況でも、学生とのや
り取りの中で、学生に日々発見があり、学ぶこ
との手応えを感じられたことは、毎日を過ごす
中で光明を見出しうることの一つとなった。
以上、前期までの状況を中心に記録した。今
後の備えの一助になれば幸いである。
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